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速成桑園の1～5年目を通じた技術成果をみると，

10a当り収繭量は94鞄，上蕗1晦当り労働時間2．28

時間，1日当り労働報酬は1．450円である。造成当年

目の赤字は2年日には解消でき，5年間を通じた養蚕

所得は115千円を示し桑園の短期回転をめざした本

試験の目的はほぼ達成されるものと思われる。なお速

成桑園の維持年限が明らかになれば経済性についてさ

らに検討を加えたい。

桑に対する雑草書の研究

（7）若齢桑樹の生育に対する草生作物の影響

小野松治・玉田幸三郎

（蚕試東北支場）

1．ま　え　が　き

桑園においては古くからうね間に間作物が栽培され，

桑園間作緑肥等に関する多くの試験成第が公表されて

いる。しかし，その内容は供用された草生作物の収量

の多少に重点をおいて，緑肥的利用面からその適否を

判断するにとどまり，桑の樹軌　収量に及ぼす影響に

ついては補足的調査に終わっているものが多かった。

省力栽培に対しては，労働生産性の向上とともに土

地生産性についても検討する必要があり，清耕法に対

して草生法による桑園の管理もこのような観点から草

生作物の栽培について考慮すべきであろう。

このようなことから筆者らは，桑に対する雑草書研

究の一環として，草生作物（以下作物という）をとり

あげ，桑の生育，収量に対する影響を検討したので，

その概要を報告する。

2．試．験　方　法

1987年10月，ポット（1／2．000）にケンタッキ

ー51f、，オーチャードグラス，イタリアンライグラ

ス，ラジノクローバ等多年生作物4種煩を各2才，ラ

イムギ，エソノミク，コモンべツチ等1年生作物5種類

各5才をそれぞれ播種し，12月同じポットの中央に

改良鼠適の桑酋（平均約57才）を1本あて配植した。

桑苗は翌年5月地上部10cmを残して努除し，のち2

本仕立とした。

・88年5月中旬第1回刈取りを行ない，，89年4月ま

で最高5回実施＿し，その間，作物の生育および桑の枝

粂構成等について調査した。なお，肥料は1ポット当

りN，萄05．E20　とも2才を，88年4月と7月に分

施した。■

る．試．験　結　果

作物の刈草量は，概して刈取り回数の多い多年生の

ものに多く，1年生のものは少なかった。すなわち，

多年生作物は，，88年5月中旬，8月下旬，，89年4

月上旬の計5回刈取りを行なったが，刈革量はケンタ

ッキー51才がもっとも多く（208㌢），オーチャード

グラスがこれにつぎ，イタリアンライグラスが最低

（159才）であった。1年生作物は，，88年5月中旬の

1回刈取りであったがゝ　ライムギが最も多く155才

（再生長したもの若干を含む）で，コモンべッチは59

才にすぎなかった（第1蓑）。

以上の草生作物の種類が桑の枝条，収量にどのよう

な影響を及ぼすかを知るため，，d9年4月ポットを解

体し桑について調査した。

その結果，各処理区とも対照区（桑だけ植付けたも

の）に比較して枝条の伸長が劣り枝条は短く，多年生

作物の場合とくに短かった（第1図）。
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また，刈草魚が多くなるにつれて桑量（枝粂量＋根

幹畳）は減少し，その相関は負でかつ高かったくr＝

－0，744）。

桑畳を作物別に対照区を100とした指数でみると，

第1表　草生作物の刈取り調査成績（1ポット当り）
（1988～1989）

　 項 目

作物名

第1回臼 第2回目第乾

5
回
日量

A
ロ

計
乾皇草丈乾量草丈

多

年

生

ケンタッキー51甘

タ CJ乃 ダ 1コ花 ㌢ ダ

78 82 27 21 105 208

オーチャードグラス 74 76 28 25 94 19d

イタリアンライグラス102 85 2占 21 11 159

ラジノクローバ 58 29 54 7 87 159

ラ　イ　　ム　ギ 124 115 9 57 155

年コ二　　ソ　バ　ク 95 87 － 95

生
コモ　ンべ　ッ　チ 55 48 55

注．1）播種　日

2）刈取り日

1987年10月8日

第1回目1988年5月14日

第2回目　ク　　　占月28日

第5回目1989年4月5日

第2表　桑の解体調査成槙（1株当り）

第2表のように多年生区では20～40，1年生区で

75～84を示し，多年生の害等度がとくに高いこと

を認めた。なお，処理区の群落比と被害指数との間に

は，かなり高い相関があった（r＝＋0・875）0

第1図　桑枝条の伸長

（1969）

作　　 物　　 名 枝 粂 量 根幹 量 合　　 計 指　 数 群 落 比

多

年

生

ケンタッキー 5 1 p

グ グ　 グ

4 1．8 4 0

　 多

8 5．45．4 5 8．2

オーチャー ドグラス 1．5 2 7．0 2 8．5 2 7 8 7．4

イタリアンライグラス 5．5 5 5．4 5 8．7 5 7 7 8．5

ラ　ジ　 ノ　ク　ロ　ーバ 1．8 19．5 2 1．5 2 0 8 8，2

ラ　　 イ　　 ム　　 ギ 1 4，2 8 5．7 7 7．9 7 8 8 5．1

年 ェ　　　 ソ　　　 ノミ　　 ク 1 8．9 5 7．7 7 4．占 7 5 5 5．5

生 コ　 モ　 ソ　べ　 ッ　チ 2 1．5 8 4．8 8 5．9 8 4 5 9．1

対　　　　　　　　　 照 5 5．5 8 8．8 1 0 1．9 1 0 0 0

注．1）枝粂・根幹量は乾量

雑　草　量
2）群落比＝

雑草量十作物量
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以上のことから若齢桑樹の生育に対しては，草生作

物の影響は大きいので，植付け当初から桑園のうね間

×10　0

に草生作物を導入することに対しては十分考慮する必

要があろう。
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